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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　悪臭中和（ＭＯＣ）組成物であって、下記のＡ群およびＢ群
Ａ．少なくとも１つの下記化合物を合計で少なくとも５％：２－シクロヘキシリデン－２
－フェニルアセトニトリル、（Ｅ）－デカ－９－エニル３－（２－ヒドロキシフェニル）
アクリラートおよび２－アセチル－１，２，３，４，５，６，７，８－オクタヒドロ－１
，２，８，８－テトラメチルナフタレン、
Ｂ．任意に、少なくとも１つの下記化合物：オキサシクロヘプタデカ－１０－エン－２－
オン、３－メチル－５－（２，２，３－トリメチル－３－シクロペンテン－１－イル）－
４－ペンテン－２－オール、エチル２，６，６－トリメチル－１，３－シクロヘキサジエ
ン－１－カルボキシラート、２－メチル－３－（４－メトキシフェニル）プロパナール、
３－（３－イソプロピルフェニル）ブタナール、２（６）－メチル－８－（１－メチルエ
チル）ビシクロ［２．２．２］オクタ－５－エン－２（３）－イル－１，３－ジオキソラ
ン、１－メチル－２－（１，２，２－トリメチルビシクロ［３．１．０］－ヘキサ－３－
イルメチル）シクロプロピル）メタノール、２－シクロヘキシル－１，６－ヘプタジエン
－３－オン、２－｛［１－（３，３－ジメチルシクロヘキシル）エチル］オキシ｝－２－
メチルプロピルシクロプロパンカルボキシラート、４－シクロオクテン－１－イルメチル
カルボナート、
から選択される少なくとも３つの化合物を合計で少なくとも２５％ｗ／ｗ含み、
ここで、すべての成分の重量パーセンテージの計算は、いずれの希釈剤の存在も無視され
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ることに基づき行われている、
前記組成物。
【請求項２】
　ＭＯＣ組成物であって、下記のＡ群およびＢ群
Ａ．少なくとも１つの下記化合物を合計で少なくとも５％：２－シクロヘキシリデン－２
－フェニルアセトニトリル、（Ｅ）－デカ－９－エニル３－（２－ヒドロキシフェニル）
アクリラートおよび２－アセチル－１，２，３，４，５，６，７，８－オクタヒドロ－１
，２，８，８－テトラメチルナフタレン、
Ｂ．任意に、少なくとも１つの下記の化合物：オキサシクロヘプタデカ－１０－エン－２
－オン、３－メチル－５－（２，２，３－トリメチル－３－シクロペンテン－１－イル）
－４－ペンテン－２－オール、エチル２，６，６－トリメチル－１，３－シクロヘキサジ
エン－１－カルボキシラート、２－メチル－３－（４－メトキシフェニル）プロパナール
、３－（３－イソプロピルフェニル）ブタナール、２（６）－メチル－８－（１－メチル
エチル）ビシクロ［２．２．２］オクタ－５－エン－２（３）－イル－１，３－ジオキソ
ラン、１－メチル－２－（１，２，２－トリメチルビシクロ［３．１．０］－ヘキサ－３
－イルメチル）シクロプロピル）メタノール、２－シクロヘキシル－１，６－ヘプタジエ
ン－３－オン、２－｛［１－（３，３－ジメチルシクロヘキシル）エチル］オキシ｝－２
－メチルプロピルシクロプロパンカルボキシラート、４－シクロオクテン－１－イルメチ
ルカルボナート、
から選択される少なくとも５つの化合物を合計で少なくとも２５％ｗ／ｗ含み、
ここで、すべての成分の重量パーセンテージの計算は、いずれの希釈剤の存在も無視され
ることに基づき行われている、
前記組成物。
【請求項３】
　ＡおよびＢ群から選択される少なくとも５つの化合物を少なくとも３０％含む、請求項
２に記載のＭＯＣ組成物。
【請求項４】
　Ａ群から選択される少なくとも２つの化合物を少なくとも１０％含む、請求項１～３の
いずれか一項に記載のＭＯＣ組成物。
【請求項５】
　Ａ群から選択される（Ｅ）－デカ－９－エニル３－（２－ヒドロキシフェニル）アクリ
ラートを少なくとも２．５％含む、請求項１～３のいずれか一項に記載のＭＯＣ組成物。
【請求項６】
　Ａ群から選択される２－シクロヘキシリデン－２－フェニルアセトニトリルを少なくと
も５％含む、請求項１～３のいずれか一項に記載のＭＯＣ組成物。
【請求項７】
　Ａ群から選択される化合物である２－シクロヘキシリデン－２－フェニルアセトニトリ
ルおよび（Ｅ）－デカ－９－エニル３－（２－ヒドロキシフェニル）アクリラートを少な
くとも１０％ｗ／ｗ含む、請求項１～３のいずれか一項に記載のＭＯＣ組成物。
【請求項８】
　ＭＯＣ製品を作り出すまたは改変する方法であって、前記製品を請求項１～７のいずれ
か一項に定義された組成物に加えるステップを含む、前記方法。
【請求項９】
　請求項１～７のいずれか一項に定義された組成物を含む、ＭＯＣ製品。
【請求項１０】
　０．０１重量％～４０重量％の範囲内で請求項１～７のいずれか一項に定義された組成
物を含む、請求項９に記載のＭＯＣ製品。
【請求項１１】
　製品がデオドラントまたは制汗剤である、請求項９または１０に記載のＭＯＣ製品。
【請求項１２】
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　悪臭を中和するための、請求項１～７のいずれか一項に定義された組成物の使用。
【請求項１３】
　悪臭を中和する方法であって、請求項１～７のいずれか一項に定義された組成物の表面
への塗布を含む、前記方法。
【請求項１４】
　表面がヒトの皮膚である、請求項１３に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明の分野
　本発明は、悪臭、特に体臭を中和するための特定のフレグランス化合物の組み合わせの
使用、悪臭を中和する組成物および製品、特にデオドラントおよび制汗剤製品および、悪
臭を中和する方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　悪臭は、個人および／または環境原因によるであろう不快な臭いである。それらには、
空気中で、および／または繊維、硬い表面、皮膚、および髪などの多くの表面上で遭遇す
ることがある。
　産業は、悪臭、特に体臭を中和する（ＭＯＣ）特性を有する化合物、またはそれらの組
み合わせを常に探している。かかる化合物は、デオドラントおよび制汗剤などのＭＯＣ製
品において用いられてもよい。
【０００３】
　多くのフレグランス化合物、およびそれらの組成物は、ＭＯＣ特性を有することで知ら
れている。しかしながら、ひどい悪臭、特に体臭を中和する特性を有するフレグランス化
合物またはそれらの組み合わせの同定に継続的必要性がある。かかるフレグランス化合物
、またはそれらの組み合わせは、組成物および／またはそれらが加えられる製品のＭＯＣ
および快楽特性の両方によい影響を与え、結果として消費者の許容の増加をもたらす。
【発明の概要】
【０００４】
　特定の既知のフレグランス化合物が、組み合わせて用いられるとき、特に体臭を中和す
るために用いられるとき、驚くべきＭＯＣ特性を有することが現在、見出されている。
　この知見によって、悪臭を中和する方法において、特に腋窩の悪臭などの体臭を中和す
る方法において同様に用いられてもよいＭＯＣ組成物および製品、特にデオドラントおよ
び制汗剤組成物および製品においてこれらの化合物の組み合わせを用いることができる。
　本明細書で用いられる用語ＭＯＣは、悪臭への知覚を遮断または低減する化合物または
組成物の能力をいう。
【０００５】
　本発明の第一の側面において、下記のＡ群およびＢ群から選択される少なくとも３つの
化合物を合計で少なくとも２５％ｗ／ｗ含むＭＯＣ組成物、特にデオドラント組成物が提
供される：
Ａ．少なくとも１つの下記化合物を合計で少なくとも５％：２－シクロヘキシリデン－２
－フェニルアセトニトリル、２－アセチル－１，２，３，４，５，６，７，８－オクタヒ
ドロ－１，２，８，８－テトラメチルナフタレン、シクロヘキシリデン（２－メチルフェ
ニル）アセトニトリル、２－エトキシ－４－ホルミルフェニル（Ｅ）－３－（２－ヒドロ
キシフェニル）アクリラートおよび（Ｅ）－デカ－９－エニル３－（２－ヒドロキシフェ
ニル）アクリラート、２－アセチル－１，２，３，４，５，６，７，８－オクタヒドロ－
１，２，８，８－テトラメチルナフタレン、
Ｂ．任意に、少なくとも１つの下記の化合物：３，８，８，１１ａ－テトラメチルドデカ
ヒドロ－５Ｈ－３，５ａ－エポキシ－ナフト［２，１－Ｃ］オキセピン、オキサシクロヘ
プタデカ－１０－エン－２－オン、３－メチル－５－（２，２，３－トリメチル－３－シ
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クロペンテン－１－イル）－４－ペンテン－２－オール、エチル２，６，６－トリメチル
－１，３－シクロヘキサジエン－１－カルボキシラート、２－メチル－３－（４－メトキ
シフェニル）プロパナール、３－（３－イソプロピルフェニル）ブタナール、２（６）－
メチル－８－（１－メチルエチル）ビシクロ［２．２．２］オクタ－５－エン－２（３）
－イル－１，３－ジオキソラン、１－メチル－２－（１，２，２－トリメチルビシクロ［
３．１．０］－ヘキサ－３－イルメチル）シクロプロピル）メタノール、３，７－ジメチ
ル－２（３），６－ノナジエノニトリル、２－（２－（４－メチル－３－シクロヘキセン
－１－イル）プロピル）シクロペンタノン、２－シクロヘキシル－１，６－ヘプタジエン
－３－オン、（２Ｚ）－２－エチル－４－（２，２，３－トリメチルシクロペンタ－３－
エン－１－イル）ブタ－２－エン－１－オール、２－｛［１－（３，３－ジメチルシクロ
ヘキシル）エチル］オキシ｝－２－メチルプロピルシクロプロパンカルボキシラート、１
－スピロ［４．５］デカ－７－エン－７－イル－４－ペンテン－１－オン、１－スピロ［
４．５］デカ－６－エン－７－イル－４－ペンテン－１－オン、１－（トリメチルシクロ
ドデカトリエニル）－エタノン、４－シクロオクテン－１－イルメチルカルボナート、２
－（２，４－ジメチルシクロヘキシル）－ピリジン、
ここで、すべての成分の重量パーセンテージの計算は、いずれの希釈剤の存在も無視され
ることに基づき行われている。
【０００６】
　本発明の別の側面において、下記のＡ群およびＢ群から選択される少なくとも５つの化
合物を合計で少なくとも２５％、または少なくとも３０％ｗ／ｗ含むＭＯＣ組成物、特に
デオドラント組成物が提供される：
Ａ．少なくとも１つの下記化合物を合計で少なくとも５％：２－シクロヘキシリデン－２
－フェニルアセトニトリル、２－アセチル－１，２，３，４，５，６，７，８－オクタヒ
ドロ－１，２，８，８－テトラメチルナフタレン、シクロヘキシリデン（２－メチルフェ
ニル）アセトニトリル、２－エトキシ－４－ホルミルフェニル（Ｅ）－３－（２－ヒドロ
キシフェニル）アクリラートおよび（Ｅ）－デカ－９－エニル３－（２－ヒドロキシフェ
ニル）アクリラート、２－アセチル－１，２，３，４，５，６，７，８－オクタヒドロ－
１，２，８，８－テトラメチルナフタレン、
Ｂ．任意に、少なくとも１つの下記の化合物：３，８，８，１１ａ－テトラメチルドデカ
ヒドロ－５Ｈ－３，５ａ－エポキシ－ナフト［２，１－Ｃ］オキセピン、オキサシクロヘ
プタデカ－１０－エン－２－オン、３－メチル－５－（２，２，３－トリメチル－３－シ
クロペンテン－１－イル）－４－ペンテン－２－オール、エチル２，６，６－トリメチル
－１，３－シクロヘキサジエン－１－カルボキシラート、２－メチル－３－（４－メトキ
シフェニル）プロパナール、３－（３－イソプロピルフェニル）ブタナール、２（６）－
メチル－８－（１－メチルエチル）ビシクロ［２．２．２］オクタ－５－エン－２（３）
－イル－１，３－ジオキソラン、１－メチル－２－（１，２，２－トリメチルビシクロ［
３．１．０］－ヘキサ－３－イルメチル）シクロプロピル）メタノール、３，７－ジメチ
ル－２（３），６－ノナジエノニトリル、２－（２－（４－メチル－３－シクロヘキセン
－１－イル）プロピル）シクロペンタノン、２－シクロヘキシル－１，６－ヘプタジエン
－３－オン、（２Ｚ）－２－エチル－４－（２，２，３－トリメチルシクロペンタ－３－
エン－１－イル）ブタ－２－エン－１－オール、２－｛［１－（３，３－ジメチルシクロ
ヘキシル）エチル］オキシ｝－２－メチルプロピルシクロプロパンカルボキシラート、１
－スピロ［４．５］デカ－７－エン－７－イル－４－ペンテン－１－オン、１－スピロ［
４．５］デカ－６－エン－７－イル－４－ペンテン－１－オン、１－（トリメチルシクロ
ドデカトリエニル）－エタノン、４－シクロオクテン－１－イルメチルカルボナート、２
－（２，４－ジメチルシクロヘキシル）－ピリジン
ここで、すべての成分の重量パーセンテージの計算は、いずれの希釈剤の存在も無視され
ることに基づき行われている。
【０００７】
　実例的態様によると、上に定義されるＭＯＣ組成物、特にデオドラントおよび／または
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制汗剤組成物は、上に定義されるＡ群から選択される少なくとも２つの化合物を合計で少
なくとも１０％ｗ／ｗまたは１５％ｗ／ｗ含む。
　本発明の実例的態様によると、本明細書で定義されるＭＯＣ組成物、特にデオドラント
組成物は、上に定義されるＡ群から選択される（Ｅ）－デカ－９－エニル３－（２－ヒド
ロキシフェニル）アクリラート化合物を少なくとも２．５％ｗ／ｗ、５％ｗ／ｗ、１０％
ｗ／ｗ、または１５％ｗ／ｗ含む。
【０００８】
　本発明の実例的態様によると、上に定義されるＭＯＣ組成物、特にデオドラント組成物
は、上に定義される、Ａ群から選択される２－シクロヘキシリデン－２－フェニルアセト
ニトリル化合物を少なくとも２．５％ｗ／ｗ、５％ｗ／ｗ、１０％ｗ／ｗ、または１５％
ｗ／ｗ含む。
【０００９】
　本発明の実例的態様によると、上に定義されるＭＯＣ組成物、特にデオドラント組成物
は、上に定義されるＡ群から選択される２－シクロヘキシリデン－２－フェニルアセトニ
トリルおよび（Ｅ）－デカ－９－エニル３－（２－ヒドロキシフェニル）アクリラート化
合物を合計で少なくとも５％ｗ／ｗ、１０％ｗ／ｗ、または１５％ｗ／ｗ含む。
【００１０】
　本明細書で定義される場合、ＡおよびＢ群化合物は、水を加えない形態(neat form)で
または溶媒で、組成物中に加えられてもよく、あるいは、それらは、例えばポリマー、カ
プセル、マイクロカプセル、ナノカプセル、リポソーム、前駆体、フィルム形成剤、例え
ばカーボンまたはゼオライトを用いることによるものなどの吸収剤、環状オリゴ糖および
それらの混合物などの封入物質で、例えば封入することによって、最初に変更されてもよ
く、あるいはそれらは、光、酵素などの外因的刺激の適用の際に、化合物を放出するのに
適合した基質と化学的に結合してもよい。
【００１１】
　本明細書に詳述される制約次第で、上述されたＭＯＣ組成物、特にデオドラント組成物
において、用いられ得るＡおよびＢ群化合物の濃度は、考案者が達成しようとしている特
定の感覚効果に依存するだろう。これらの化合物は、フレグランス化合物であり、組成物
の全体的な快楽または感覚効果に影響し得る。
【００１２】
　本明細書で定義されるＡおよびＢ群化合物は、組成物において唯一の成分であってもよ
い。代替的にそれらは、ＭＯＣ組成物、より特定的にはデオドラントおよび／または制汗
剤組成物において一般的に用いられる他の化合物、例えば、他のＭＯＣ化合物、他のフレ
グランス化合物、賦形剤、および補助剤と併せて用いてもよい。
【００１３】
　他のＭＯＣ化合物は、抗菌剤、悪臭吸収体、化学中和剤、例えば酸ベースの試薬、チオ
ール捕集体等、臭い遮断薬（TecnoScentを参照）、交差順応剤、例えば参照によって本明
細書に組み込まれる米国特許第５５３８７１９号に開示されるようなもの、悪臭錯体生成
剤、例えば種々のシクロデキストリンを含むが、これらに限定されない。
【００１４】
　抗菌剤の例は、クエン酸亜鉛、酸化亜鉛、ピリチオン亜鉛およびオクトピロックス(oct
opirox)などの金属塩、ソルビン酸、安息香酸などの有機酸およびそれらの塩、メチルパ
ラベン、プロピルパラベン、ブチルパラベン、エチルパラベン、イソプピルパラベン、イ
ソブチルパラベン、ベンジルパラベンなどのパラベンおよびそれらの塩、ベンジルアルコ
ール、フェニルエチルアルコールなどのアルコール、ホウ酸、２，４，４’－トリクロロ
－２’－ヒドロキシ－ジフェニルエーテル、フェノール、２－メチルフェノール、４－エ
チルフェノールなどのフェノール化合物、ローズマリー、タイム、ラベンダー、オイゲノ
ール、ゼラニウム、ティーツリー、クローブ、レモングラス、ペパーミントなどのエッセ
ンシャルオイル、またはアネトール、チモール、オイカリプトール、ファルネソール、メ
ントール、リモネン、サリチル酸メチル、サリチル酸、テルピネオール、ネロリドール、
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ゲラニオールなどのそれらの有効成分、ならびにそれらの混合物を含むが、これらに限定
されない。
【００１５】
　悪臭吸収体の例は、ゼオライト、シリカ、アルミノケイ酸塩、およびシクロデキストリ
ンなどのモレキュラーシーブ、および例えば、活性炭、乾燥シトラスパルプ、サクランボ
の種の抽出物、トウモロコシの穂軸などの有機吸収剤、ならびにそれらの混合物を含むが
、これらに限定されない。
【００１６】
　他のフレグランス化合物は、抽出物、エッセンシャルオイル、アブソリュート、レジノ
イド、樹脂、コンクリートなどの天然製品、およびまた、炭化水素、アルコール、アルデ
ヒド、ケトン、エーテル、酸、エステル、アセタール、ケタール、ニトリル等であり、飽
和および不飽和化合物、脂肪族化合物、炭素環および複素環化合物を含む合成基本物質を
含むが、これらに限定されない。
【００１７】
　ＭＯＣ組成物において用いられる賦形剤および補助剤は、当該技術分野において周知で
あり、限定されないが、溶媒（水、アルコール、エタノール、オイル、脂肪、植物油、お
よびミグリオール(miglyol)、Ｃ２～Ｃ６多価アルコール、炭酸プロピレン、液体ポリア
ルキレングリコール、クエン酸トリエチル、ミリスチン酸イソプロピル、安息香酸ベンジ
ル、フタル酸ジエチル、ジプロピレングリコール（ＤＰＧ）を含む）などの希釈剤、結合
剤、崩壊剤、潤滑油、着色剤、保存料、抗酸化剤、乳化剤、安定剤、凝固防止剤などを含
む。
【００１８】
　フレグランスおよびＭＯＣ組成物と併せて一般的に用いられる他のフレグランス化合物
、賦形剤および他の補助剤のさらなる例は、S. Arctander, Perfume and Flavor Chemica
ls (Montclair, N.J., 1969)、S. Arctander, Perfume and Flavor Materials of Natura
l Origin (Elizabeth, N.J., 1960)、 “Flavor and Fragrance Materials - 1991”, Al
lured Publishing Co. Wheaton, Ill. USA、 S. Arctander, ‘Perfume and Flavour Che
micals’, Vol. I and II, Allured Publishing Corporation, Carol Stream, 1994, お
よび J.M. Nikitakis (Ed.), ‘CTFA Cosmetic Ingredient Handbook’, 1st ed., The C
osmetic, Toiletry and Fragrance Association, Inc., Washington, 1988において見出
される。
【００１９】
　本明細書で開示されるＭＯＣ組成物、特にデオドラントおよび／または制汗剤組成物は
、それら自体がＭＯＣ製品であってもよい。しかしながら、ＭＯＣ製品、特にデオドラン
トおよび／または制汗剤製品を形成するために、それらはより典型的に、場合によりさら
にＭＯＣおよびフレグランス原料を含むさらなる組成物に加えられてもよい。
【００２０】
　したがって、本発明のさらなる実例的側面において、ＭＯＣ製品、特にデオドラントお
よび／または制汗剤製品を作り出すまたは改変する方法であって、前記製品を上で定義さ
れた組成物に直接混和するステップを含む前記方法が提供される。
　本明細書で定義されるＭＯＣ組成物、特にデオドラント組成物は、ＭＯＣ製品、特にデ
オドラントおよび／または制汗剤製品中に、該組成物を直接混和する従来技術を用いるこ
とによって、ＭＯＣ製品に加えられてもよい。
【００２１】
　ＭＯＣ製品、特にデオドラントおよび／または制汗剤製品において用いられてもよい、
本明細書に定義されるＭＯＣ組成物、特にデオドラント組成物の量は、考案者が達成しよ
うとする目的および特定の感覚効果に依存するだろう。それらの判断、および本明細書で
の教示を考慮すると、当業者は、ルーチンの実験によって適切な濃度を見つけることがで
きるだろう。
【００２２】
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　実例的態様において、ＭＯＣ製品、特にデオドラントおよび／または制汗剤製品に加え
られてもよい、本明細書に定義されるＭＯＣ組成物、特にデオドラント組成物の量は、全
ＭＯＣ製品組成物の０．０１重量％～４０重量％、０．０１重量％～２重量％または０．
５重量％～２重量％の範囲内である。
　これらの割合は、限定を意味するものではなく、特定の効果を達成するために、それら
の範囲外で実施することは、当業者にとって可能であり許容される。
【００２３】
　本明細書で使用されるＭＯＣ製品という用語は、すべての様式のＭＯＣ製品を指し、製
品の非限定な例には、タルカムパウダー、デオドラントおよび制汗剤、ローション、およ
びオイル、石鹸、合成洗剤、石鹸および合成洗剤のパーソナルウォッシュバー、パーソナ
ル洗浄液、およびパーソナルワイプ、おむつ、おりものシートおよびサニタリー製品、シ
ャンプー、コンディショナー、スタイリングスプレー、ムース、ジェル、髪用ワイプ、ヘ
アースプレー、およびヘアーポマード、繊維用液体および粉末洗剤、柔軟剤、ワイプ、食
器用液体および粉末洗剤、硬い表面用液体クリーニング剤およびパウダー、水性および非
水性スプレー、キャンドル、ジェル、プラグイン型電気デバイス、および組成物を空間に
取り込む電池式デバイスを含む。
【００２４】
　特に、ＭＯＣ製品は、デオドラント、制汗剤、タルカムパウダー、石鹸、パーソナル洗
浄液、およびパーソナルワイプなどのパーソナルケア製品において用いられるデオドラン
トおよび／または制汗剤組成物である。
　本発明の実例的態様において、ＭＯＣ製品は、制汗剤またはデオドラント、特に腋窩の
悪臭を中和するデオドラントまたは制汗剤製品である。
【００２５】
　２つのＡ群の物質である２－エトキシ－４－ホルミルフェニル（Ｅ）－３－（２－ヒド
ロキシフェニル)アクリラートおよび／または（Ｅ）－デカ－９－エニル３－（２－ヒド
ロキシフェニル）アクリラートを含む本発明の組成物の有効性は、腋窩の悪臭を中和する
デオドラントにおいて、特に驚きである。
　これらの物質は、ＵＶ光にさらされたときに切断を受けて他の化合物になるプロパヒュ
ーム(pro perfumes)である。これは、欧州特許第９３６２１１号に開示されている。光活
性化を必要とする材料の使用は、デオドラントおよび制汗剤などの脇の下用製品における
利用には、直感で相容れない。
　２－エトキシ－４－ホルミルフェニル（Ｅ）－３－（２－ヒドロキシフェニル)アクリ
ラート、および（Ｅ）－デカ－９－エニル３－（２－ヒドロキシフェニル）アクリラート
は、それらの分解産物よりも良い消臭性を提供することが見出された。
【００２６】
　本明細書で定義される本発明のＭＯＣ組成物および製品は、悪臭を中和するために表面
に塗布されてもよい。
　本明細書で用いられる「表面」という用語は、あらゆる種類の表面を指し、繊維、木お
よびプラスチックなどの硬い表面、皮膚、髪、またはそれらのあらゆる組み合わせを含む
。
　本発明の実例的側面において、悪臭を中和する方法を提供し、前記方法は、本明細書で
定義される組成物または製品の表面への塗布を含む。
【００２７】
　本発明の実例的態様において、組成物または製品は、デオドラントおよび／または制汗
剤組成物または製品であり、表面は、皮膚、特にヒトの皮膚である。
　本発明の別の実例的な態様において、表面は脇の下の皮膚であり、悪臭は腋窩の悪臭で
ある。
　本発明は、以下の例によってより詳細にこれから説明する。
【００２８】
例１
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　本発明の組成物は作成され、米国特許第４２７８６５８号において一般的に記載される
ような、臭気低減値（Odour Reduction Value）試験を用いて、脇の下用製品においてＭ
ＯＣ特性について試験された。試験はおよそ１％ｗ／ｗの研究中の組成物を含むアルコー
ルデオドラントで処置されたおよそ５０人のコーカサス人男性の対象を用いて行われ、そ
れぞれのパネリスト（panellist）は、腋窩に２秒間噴霧された。
【００２９】
　査定人によって採用される悪臭強度スケールは、悪臭が最も高いレベルを５とし、悪臭
がない場合を０とし、０から５までであり、強度は、悪臭の酸である、イソ吉草酸を特定
の濃度で含む標準溶液で固定された（表１を参照）。
【００３０】
【表１】

【００３１】
　サンプリングされた各組成物には、０および５の間の悪臭強度またはｄｅｏ－ｔｅｓｔ
スコア（ＤＳＴ）が与えられた。そして、ＤＴＳは、組成物に対する悪臭抑制値（ＭＩＶ
）を計算するために以下の式において用いられた。
　　　　　　　　　MIV　　=　　(DTSc　-　DTS)/DTSc
（ここでＤＴＳｃは、いずれのフレグランス化合物も含まないコントロールによって示さ
れる平均悪臭スコアである。）
【００３２】
　組成物および種々の混合物の観察されたＭＯＣ特性（臭気低減試験において決定される
場合）は、表２（ａ）、（ｂ）および（ｃ）に示される。すべての場合において、Ｍ００
と名付けられたサンプルは、ジプロピレングリコール溶媒のみを含むコントロールを表す
。
　表２（ａ）および（ｂ）は、本発明による組成物を詳述する。表２（ｃ）は、本発明の
要件を満たさない組成物を詳述する。
【００３３】
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【表２】

【００３４】
【表３】

【００３５】
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【表４】

【００３６】
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【表５】

【００３７】
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【表６】

【００３８】
【表７】

【００３９】
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【表８】

【００４０】
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【表９】

【００４１】
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【表１０】

【００４２】
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【表１１】

【００４３】
　表２（ａ）および（ｂ）で詳述される本発明の組成物は、良好な消臭性を示す（例えば
、悪臭低減値試験においてＭＩＶ＞０．２５）のに対し、表２（ｃ）において詳述される
本発明の要件を満たさない組成物は、悪いデオドラント性能を示す。
　２つのＡ群化合物を約１０％含有する組成物は、特に良好な消臭性を示す（ＭＩＶ＞０
．４）。
【００４４】
例２
　表３は、前例よりさらに複雑であり、デオドラントおよび制汗剤製品などの製品の快楽
要求を満たすのにより適した本発明の組成物の例を詳述する。
【００４５】
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【表１２】

【００４６】
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【表１３】

【００４７】
【表１４】
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